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目的

［鉄骨 木造］のハイブリッド構造の物件において，木造部分に当社が大臣認定を取得した断熱耐火λ 🄬🄬（柱・

梁： 時間耐火）を，鉄骨部分に （直交集成板）壁を採用している．①木造部分の建方②現場施工での断熱耐火

λ 🄬🄬柱・梁の施工③ 壁 遮音壁の施工の 項目について報告を行う．

概要

地上 階建ての鉄骨と木軸を組み合わせた建築物の施工となる．木軸部分において，当社が大臣認定を取得した断

熱耐火λ 🄬🄬による施工となるが，階数によって求められる耐火性能が異なるので，耐火被覆層の厚みを変えてい

る．中間階には （直交集成板）を使用した耐震壁があり，特徴の つとなっている． 鉄骨 木造］という構造的

性質や納まりの異なる混構造について，工程管理と品質管理の 点を重点管理項目とした．また， 壁については，

遮音壁を挟んだ納まりである為，遮音性能確保の為の施工計画を立案・実施し遮音測定を行った．

まとめ

木軸建方においては，福井本店施工時のフィードバックを頂いたおかげで，仕口部分の納まりを改善したが，鉄骨

造に比べて工期が必要ではある．今後，仮設材の開発が進めば工期短縮とより複雑なハイブリッド構造を同時に実現

できると考える．断熱耐火λ 🄬🄬については今回の施工結果により，労務低減とコスト削減を狙った新しい断熱耐

火 λ 🄬🄬として大臣認定取得予定した．地球環境問題である 削減の為，構造体に木材を使用した建築物が増

えていくことが考えられる．今後，中大規模木造推進室や技術本部等，関係部署と共に，木造物件の施工に対する懸

念事項を解決していく一つの道標になれれば幸いである．

首都圏支店 東京建築事業部建築部

左は外苑西通りに面する

オフィス内観．下は

～ 階のひのきの 壁．

全景 外苑西通りより 木造架構部施工状況

10  揚重不可能な高圧送電線直下の鉄骨建方の施工報告

－日本電産株式会社※ 向日町プロジェクト C 棟建築工

事（仮称）（※現 ニデック株式会社）－ 

神前泰＊1 芝田克彦＊2 片山武＊2 

Report on steel frame erection work directly under a high-tension power transmission line where 

lifting operations are impossible: Mukomachi project building C construction (tentative name) 

for Nippon Densan Corporation* (*now Nidec Corporation) 

Yasushi KOUZAKI, Katsuhiko SHIBATA and Takeshi KATAYAMA 

PPhhoottoo..11  南南西西面面パパーースス  PPhhoottoo..22  低低層層棟棟 44 階階屋屋上上  

目的 

京都府向日市に建設した「ニデックパーク C 棟」は，「世界 No．1 の総合モーターメーカー」ニデック株式会社の

グループ企業間の連携を高める拠点「ニデックパーク」の一角である．建設したビルの直上には特別高圧送電線があ

り，その送電線に影響を及ぼさないよう鉄骨工事を進める必要があった． 

本報告書では，建物上空を横断する特別高圧送電線下における建設を可能にした，「曳家による新設建物の建設」

工法について報告する． 

概要

ニデックパーク C棟は高層棟（10 階建て），低層棟（4 階建て），中層棟（6階建て）が一つになった建物である．

低層棟の上空に特別高圧送電線（77,000V，以下送電線と略）が近接している．建物頂部から送電線の安全離隔範囲

までの距離が約 2m と非常に近接した場所での施工が絶対条件であった．送電線直下での鉄骨建方は離隔距離から判

断すると不可能であったため，送電線の影響がないエリアで鉄骨建方を行い，その後送電線下に引き込む「曳家工法」

での建設を考案した．工事計画は，曳家工事範囲を送電線直下の 4 スパン（曳家推進方向 30m，直交方向 50m）とし

た．曳家工事を建方エリアの制約から，2 回に分け，1 回目は 2スパンを曳家し，2 回目は，1 回目に曳家をした鉄骨

に残りの 2 スパンをつなげた 4 スパンを曳家する計画とした．建物をスライドさせる推進力には 6 台の水平ジャッキ

を設置し，ジャッキ制御ポンプを介した制御装置にて一括制御を行った．また，曳家エリアの最上階のパラペットを

PCa 化することにより，曳家前に事前に設置し，送電線下での躯体工事を省力化した． 

まとめ

本工法は，新築建物の曳家工法としては初めての試みであったが，鉄骨製作段階から詳細な計画，工事中において

は細心の注意と綿密な管理を行うことにより，当初の予定通りの精度を確保し，曳家工事を終えることができた．ま

た，計画を策定する中で，5 つの特許を出願中である． 

*1 関西支店 建築事業部 建築部 日本電産工事所 

*2 関西支店 建築事業部 建築部 日本電産 C 棟作業所 
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